








①岡田　一吹　22歳　土浦支部

②株式会社　ネロデザイン

③この度、茨城県建築士会に入会いたしました岡田と申します。皆様にお会いで

きることを楽しみにしております。よろしくお願いいたします。

④会員の皆様との交流を通じて、見聞を広め自己の成長へうながしていければと

考えております。

⑤講習会、見学会等に参加していきたいと考えております。

⑥建築を通じて、地域に貢献できるよう努めていきたいです。

①三上仁志　23歳　土浦支部

②有限会社けっそく設計

③この度入会をさせて頂きました三上と申します。茨城の建築業界を支える一員

として、末席ではございますが頑張っていきたいと考えております。

④これから沢山の同業界の方、また建築との出会いを楽しみにしております。

⑤最前線の建築技術から、茨城の建築文化まで幅広い知見に触れられる機会を望

みます。

⑥資格の取得と、その資格が表面上のものとならないようにする裏打ちとなる技

術の習得。

岡田　一吹　22歳
支部名：土浦支部

三上　仁志　23歳
支部名：土浦支部

建築士会へようこそ!!
Welcome
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①齋藤　瞭汰　27歳　竜ケ崎支部

②龍ケ崎市役所

③この度、入会させていただきました齋藤と申します。未熟な若輩者ではありま

すが、何卒よろしくお願いいたします。

④可能な限り講習参加し、建築の知識や経験を深めていきたいです。

⑤講習会や現場見学等

⑥地域に貢献できる建築士になりたいです。
齋藤　瞭汰　27歳
支部名：竜ケ崎支部

①氏名・支部

②勤務先

③自己紹介

④入会の目的　　

⑤建築士会に期待する活動・参加したい活動

⑥建築士として将来の目標

飯島　健介　40歳
支部名：結城支部

①飯島　健介　40歳　結城支部

②結城市役所都市計画課

③この度、茨城県建築士会に入会させていただきました、飯島と申します。

　建築士会を通じて、たくさんの方と交流できることを楽しみにしています。よ

ろしくお願いいたします。

④講習会や、会の集まりを通じて、建築について多くのことを学びたいと思い、

入会しました。

⑤講習会や見学会に参加したいです。

⑥研鑽を怠らず、地域に貢献できるようになりたいです。

09けんちく茨城 114号



　８月７日（水）県央支部主催
113回建築セミナーが開催され
ました。
　「場の環境や価値をどう捉え、
継承していくか、その時建築は

どのような環境や価値を生み出すことができるか」
と様々な作品を通じ講演していただきました。
　2021年に福島県玉川村の分校を宿泊施設＋飲食施
設に改修した「yodge」の紹介です。歴史的、文化
的な価値を持つ廃校となった場を活かし、既存の使
える物を残しつつ、地域の方々が気兼ねなく立ち寄
れる場所とし、以前から続いていた地域の夏祭りの
開催や農業体験等ができる体験型宿泊施設となって
おり、また地域に密着した交流施設ともなっています。

　「銀座の小さな塔」は旗竿地に立つテナントビル
で、竿地に建物を配置し、階段室より細長い室内へ
の自然光の配慮もされていました。
　その他さまざまな作品の紹介もあり、「yodge」
では多数の賞も受賞しており、ぜひ訪れてみたい施
設の一つでした。講演中は参加者も傾聴し、有意義
なセミナーとなりました。

支部活動

「yodge」　福島県玉川村

県 央 支 部 県 央 支 部 　 水 沼 　 正 一

第113回建築セミナー「場の環境と価値」
講師　照内　創　氏（㈱ＳＯ＆ＣＯ代表）

セミナー会場の様子

「銀座の小さな塔」　東京都中央区
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　令和６年５月25日（土）に筑西市民を対象とし応
募のあった12組に「誰でもできる木造住宅耐震診断」
説明会を開催しました。この取り組みは、元旦の「能
登半島地震」を受けて、筑西市まちづくり課からの
要請で筑西支部会員がボランティアとして実施しま
した。
　日本防災協会が作成した「誰でもできるわが家の
耐震診断」を用いて居住者が自ら診断できるように、
建築士会の会員が入力の方法や注意点を講義しまし

た。その後、居住者が診断する時点でも建築士会の
会員たちがお手伝いする形として、診断に間違いが
無いように注意を払いました。応募者に苗木の配布
も行いました。
　後日、建築士会の会員が２人１組で２件、現地調
査を行いました。1981年５月以前の建物は見るから
に耐震性が不十分だと分かるものでした。この様な
建物は、このまま耐震補強設計を実施するのが費用
面でも良いのではないかと感じました。

支部活動

「誰でもできる木造住宅耐震診断」説明会を
開催して

筑 西 支 部 筑 西 支 部 　 鈴 木 　 邦 夫

11けんちく茨城 114号



　令和６年６月９日坂東市岩井公民館前の広場にて
第30回坂東市子どもフェスティバルが開催されまし
た。当日は好天に加え真夏のような暑さでした。
　子ども育成会で、市内の小学校13校、ライオンズ
クラブ、青年会議所、ボーイ・ガールスカウト、境
警察、岩井消防署、自衛隊、建築士会等が参加しま
した。
　今回、坂東支部では、木工教室をメインに本棚、
椅子、ティッシュBOXのキットを用意して、参加

者に金槌で組み立て作業をしてもらいました。
　日頃から子どもさん達も、金槌を持ったこともな
い作業を楽しんで組み立てていました。
　その他に正方形の板に好きな絵を自由に描いても
らい、電動糸鋸で切り抜き、壁掛け用に紐を取り付
けてさし上げました。参加された方々にブルーベ
リーの苗木を配布しました。
　皆さん大変喜んでお帰りになりました。

開場前にスタッフ一同

開店準備完了 正方形の板にお絵描き 木エキットをお母さん注文

支部活動 坂 東 支 部 坂 東 支 部 長 　 増 田 　 和 夫

「坂東市子どもフェスティバルに出店しました」
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　令和６年４月13日に桜川市総合運動公園ラスカに
第９回SAKURAフェスティバルが開催されました。
天候も良かった為多くのお客さんで賑
わいました。
　今回、桜川支部では、昨年と同様、
苗木配布及びオリジナルキーホルダー
販売を行いました。昨年と異なるとこ
ろは、オリジナルキーホルダーの廃材
サイズを統一し、流れ作業が行えるよ
うに工程を見直しを行い待ち時間の短
縮をはかりました。自由に文字が設定
出来る為、格言やグラブチーム名等は
じめ文字変化出来るマーク、多種フォ
ントも有り作成時間の短縮をはかる事
が難しかったです。次回までには今回

の反省点を改善し、お客様にニーズに答えられる様
会員一同精進したいと思います。

苗木配布

オリジナルネームプレート作成販売

支部活動 桜 川 支 部 桜 川 支 部 事 務 局 　 高 宮 　 英 司

「SAKURAフェスティバルに出店しました」
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　６月１日（土）支部賛助会員のLIXILさんにご協
賛をいただき、鹿島アントラーズサッカー観戦に
行ってきました。場所は東京オリンピックの会場と
なった国立競技場でのホームゲームです。土浦から
大型バスで出発し、バスの中ではビンゴ大会を開催。
LIXILさんからご提供をいただいたサイン入りユニ
フォームなどの景品に子供も大人も大興奮し、観戦
気分が盛り上がります。高速道路を降りると、列柱
と木ルーバー庇のバランスが美しい国立競技場が見
えてきました。到着後は自由時間で、競技場見学や
スタジアムグルメを楽しみ、皆思い思いに過ごしま
した。試合が始まると迫力あるサポーターの応援に
合わせて子供たちも大きな声援を送ります。試合の
結果は点の取り合いを見事に制した鹿島アントラー

ズが勝利し、興奮
冷めやらぬまま帰
路につきました。
あっという間の１
日でしたが、参加
した皆さんも大満
足の様子でした。
　国立競技場の雰
囲気を肌で感じな
がら、臨場感あふ
れるスタジアムで
の観戦はとても良
い経験になりまし
た。

「親子ふれあいイベント」

フラッグを振って応援 鉄骨と木の大屋根は圧巻

ビンゴ大会で当たった
ユニフォームを着て観戦

集合写真

支部活動 土 浦 支 部 青 年 部 長 　 林 　 克 臣
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　土浦駅西口と土浦城址である亀城公園の中間地点
に、中心市街地活性化事業の一つとして、近年、亀
城モールという遊歩道が整備されたのですが、この
たび土浦支部は、亀城モールを中心に、ベンチ７基
の設置の業務委託を土浦市より請負
いました。弊支部としましても、今
まで、まちづくり活動の一環として、
また、土浦市より認定されている景
観まちづくり団体の補助金を活用し
て、いくつかベンチを整備してきま
した。今回はその実績を認められて
の業務委託です。土浦市は昨年末、
歴まち（歴史的風致維持向上計画）
の認定を国から受け、歴史的資源を
活かしたまちづくりに舵を切ってお
ります。弊支部としましても、そ
の趣旨に沿って活動しており、歴史

的建造物の悉皆調査、登録文化財申請のための調査
等を行ないながら、土浦らしい景観形成を意識して、
小さなものでも形として残していく、まちづくり活
動を行なっています。

亀城モール

旧滝の前広場・バス停

梅 原 材 木 店
〒316-0004　日立市東多賀町2丁目12番6号

一級建築士・一級建築施工管理技士・一級土木施工管理技士

TEL ０２９４（３３）００３４
FAX ０２９４（３６）３２８８

建築・設計・施工

支部活動 土 浦 支 部 土 浦 支 部 長 　 永 井 　 昭 夫

「亀城モール等ベンチ整備」
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　令和６年９月１日（日）台風10号の影響も残
り不安定な天気の中、ホテルウエストヒルズに
おいてへリマネいばらき協議会 令和６年度通
常総会を開催することができました。
　東日本大震災後の平成24年から３年間３期を
実施したヘリテージマネージャー育成研修の翌
年、平成27年に研修修了者で発足した当協議会
も今年度で10年目を迎えました。地震だけでな
く各地で頻発する自然災害に対応し、全国のヘ
リテージマネージャーがブロック毎にネット

ワークを作り、大切な歴史的建造物を守るため
災害時の協力体制を構築する動きも進んでおり、
武村代表世話人より関東甲信越ブロック準備会
の状況報告もありました。
　また、各市町村により差はありますが、近年
教育委員会文化財担当課において進められてい
る「文化財保存活用地域計画」策定の中で、地
域のヘリテージマネージャーに建造物調査依頼
がある他、文化財建造物の傷みや改修工事の
相談が寄せられることも増えてきていて、総

会後のステップアップ
セミナーでは、各地域
の協議会メンバーによ
る興味深い報告が並び、
少々時間不足でしたが
今後の活動の参考事例
と し て 情 報 共 有 出 来
ました。ヘリテージマ
ネージャーの活動は地
域ごとに様々に展開さ
れ、次年度の活動報告
も楽しみです。

へリマネいばらき協議会（H・I・C）
令和６年度通常総会・ステップアップセミナー開催
■ 世 話 人 補 佐 　 梶 　 ひ ろ み

竜ヶ崎市商店街に残る「川北邸」の保存活動：眞鍋道子

土浦市民会館　国登録有形文化財への取り組み：鬼脇正臣
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　以下、内容と報告者をご紹介します。

・�土浦市民会館　国登録有形文化財への取り組み　：鬼脇正臣
・竜ヶ崎市商店街に残る「川北邸」の保存活動　：眞鍋道子　
・�茨城県指定有形文化財　鴨鳥五所神社本殿保存修理工事　：武村実
・�常陸大宮市指定有形文化財　那賀鹿島神社本殿改修工事　：梶ひろみ・長山智子
・�潮来祇園祭礼　七間町山車の木組車輪製作報告　：古谷野勝次
・日立地区ヘリテージマネージャーによる「ひたち歴史的建造物調査会」発足報告　：梅原郁夫

茨城県指定有形文化財
鴨鳥五所神社本殿保存修理工事
：武村実

常陸大宮市指定有形文化財
那賀鹿島神社本殿改修工事

：梶ひろみ・長山智子

潮来祇園祭礼　七間町山車の木組車輪製作報告
：古谷野勝次

ヘリマネいばらき協議会（H・I・C）
事業計画案等の報告：高橋文男
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　第32回茨城県建築士会チャリティーゴルフコンペが７月４日（木）
に富士カントリー笠間ゴルフクラブにて行われました。今年も多くの
会員・賛助会員（総勢115名）の方々に御参加いただき、熱戦が繰り
広げられました。
　大会ルールは新ぺリア方式で行われ、結果は個人の部は同スコア同
率ネットで柿本和彦氏（賛助会員・日建学院）斎藤哲広氏（賛助会員・
板金組合）２名の気迫ジャンケンで柿本氏が優勝を勝ち取りました。

　女子の部はなんと、大会２
連覇となる青柳みゆき氏（県央支部事務局）が優勝。団体の部は今回
の集計が新ぺリアネットスコアの合計で結城支部が優勝となりました。
　ベストグロスは71で小暮真一氏（石岡支部）。
　競技終了後は親睦会を兼ねた表彰式が開催され、柴会長の挨拶を始
めチャリティー金の贈呈として、高萩市の児童養護施設　臨海学園様
にチャリティー金が寄付されました。

　珍しいことに今回は同スコア同率ネッ
トの順位が17組もあり運営陣も戸惑い
ましたが参加者全員に、賞品が授与され、
ニアピン賞・ドラコン賞の発表と優勝ス
ピーチ等和やかなムードの中表彰式は無
事に終了いたしました。
　最後になりますが、賞品をご提供くだ
さいました会員様、賛助会員様にはご支
援をいただき誠に感謝申し上げます。
　また来年も多くの方々の参加をお待ち
しております。

優勝　柿本和彦 氏

O氏 ドライバー

委員会
活 動

「第32回 チャリティゴルフ大会」

会 員 委 員 会 委 員 　 小 暮 　 真 一
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　第14回ボウリング大会が、令和６年８月24日（土）
に水戸市の大学ボウルにて、56名の参加者のもと盛
大に開催されました。柴会長による始球式で大会が
スタートし、多くの会員やご家族、子どもたちが参
加しました。参加者はそれぞれのプレイにおいて、
一投の行方に一喜一憂しながら全力を尽くし、スト
ライクやスペアが出るたびに歓声が上がり、参加者
同士でハイタッチを交わす姿が印象的でした。

　プレイ終了後には、全員の順位が発表され、拍手
とともに表彰式が行われました。優勝者や団体優勝
チーム、女子優勝者、子供優勝者には特別な商品が
贈られ、参加者全員にも順位に応じて賞が送られま
した。また、無料のドリンクバーが提供され、参加
者はリラックスしながら大会を楽しむことができま

した。最後に、柴会長と参加した子どもたちが写真
撮影を行い、和やかなムードの中で大会を締めくく
ることができました。

　ご参加いただいた皆様、本当にありがとうござい
ました。

個人の部
優 　 勝 綿引　眞一：スコア314 （賛助会：茨城県解体工業協会）
準 優 勝 関根　　淳：スコア307 （賛助会：ミナト防災通信工業㈱）
３ 　 位 島田　　哲：スコア302 （石岡支部）

団体の部
優 　 勝 石 岡 支 部 （上位３名のトータルスコア：852）
準 優 勝 県 央 支 部 （上位３名のトータルスコア：798）
３ 　 位 事 務 局 （上位３名のトータルスコア：771）

柴会長の始球式

優勝　綿引眞一 氏

委員会
活 動

「第14回 ボウリング大会開催」

会 員 委 員 会 委 員 　 鈴 木 　 邦 夫
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　令和６年度の茨城県木造住宅耐震診断士養成講習
会が、８月９日（金）市町村会館１階講堂にて開催
されました。建築士会員、一般ほか行政職員合わせ
て141名の参加と例年より多くの受講者での開催と
なり、近年相次ぐ地震への備えの重要性が高まって
いると感じました。
　茨城県土木部都市局建築指導課の山田陽一課長よ
り主催者挨拶、同課の箕輪技師より診断士の養成状
況等の説明があり、その後、耐震関連補助制度につ
いて、結城市都市建設部都市計画課の大嶋主事、つ
くば市都市計画部建築指導課川越主査よりの説明が
ありました。
　第１部の総論・一般診断法、被災度区分判定では、
茨城県建築士会理事・下妻支部長　軽部建築設計事
務所 主宰 軽部守彦先生より、今年年頭に起きた能
登半島地震や、本講習会前日に発生した宮崎県近海
を震源とする地震に触れ、南海トラフ地震など今後
いつ地震が起こるかわからない状況にあり、発生す
ることを前提として早めの対策が重要であり、診断

士として関連法令の改正や各自治体の助成をいち早
く把握し、住宅耐震診断や補強の必要性を所有者に
周知して理解していただく事が大切であると感じま
した。
　第２部の例題演習・精密診断、補強方法では、茨
城県建築士会ひたちなか支部長　川又晴彦建築設計
事務所　主宰　川又晴彦先生より、実際に耐震診断
と補強を行った実例をもとに、平面図で耐震上弱点
となるポイントや補強する際の注意点、予算の応じ
た補強方法などについて具体的な説明がありました。
過去の地震を経てきた建物で実際の暮らしもあり、
居住者への補強の必要性の説明と補強する場合の方
法や費用とのバランスをどう図るか、私達建築士の
的確な判断が求められていると感じました。
　まだ木造耐震診断士の資格をお持ちでない方、更
新されていない方はテキストも随時更新されていま
すので、是非受講をお願い致します。来年度も同時
期に開催予定をしています。

講習会開始直前の様子

講師：川又先生 講師：軽部先生

委員会
活 動

「木造住宅耐震診断士養成講習会」

情 報 ・広 報 委 員 会 委 員 　 茂 垣 　 直 樹
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　令和６年度６月22日（土）、23日（日）、千葉県千

葉市にある「TKPガーデンシティ千葉」にて、「令

和６年度 　関東甲信越建築士会ブロック会 青年建

築士協議会 千葉大会」が開催されました。今年度

も昨年度に引き続き対面方式で開催され、合計376

名もの参加者が集まりました。

　今年は「建築2.1」という大会テーマの下、全体

会議、分科会、懇親会等が執り行われました。

　茨城県建築士会からは県央支部：小室直樹さんが、

青年委員会を中心に行なっている「とうかい子ども

キャンパス」での活動を発表しました。小学生を対

象としてストリートファーニチャーの製作を題材に、

年3回の講座を通して建築ができるまでの流れを体

験できる新たな企画です。持続可能な青年委員会で

の活動に多くの関心が寄せられていました。

　その他、第１分科会Ⅱでは、全体会議で発表され

た各都県の内容に関して、テーブルディスカッショ

ンが行われ、発表者と議論する場が設けられ、より

詳しい話を聞くことが出来ました。また、各都県か

らファブリケーターを選出し、活発な議論を促しま

した。

　第２分科会では、千葉大学大学院工学研究院創成

工学専攻建築学コースの柳澤要教授から「教育施設

の再編・統廃合の実践と課題」というテーマの下、

「道の駅保田小」という小学校を道の駅にコンバー

ジョンした成功事例についての講演がありました。

　第３分科会では、『非常識が「常識」になってい

く時代　国内唯一の建設用３Dプリンタ企業の挑

戦』をテーマとして、建設用３Ｄプリンタで先導す

る株式会社ポリウスの大岡航氏から、建設用３Ｄプ

リンタや建築業界のＤＸなど、テクノロジーが協働

する次世代の建築業界の価値とあり方についての講

演がありました。

　また全体会議では、全国建築士会連合会青年委員

会の活動報告を、関ブロ青年代表として出向してい

る県央支部：藤田康広さんが、２年間の任期満了の

報告と併せて行いました。

　実行委員をはじめとする千葉県建築士会の皆さん

の大変な準備と熱量が感じられ、大変勉強になりま

した。次年度は東京大会となりますが、「東京空間

万博2025」というテーマの下、会場が吉阪隆正氏に

よる公益財団法人大学セミナーハウス（八王子市）

となっており、とても興味深く、今から楽しみです。

発表者　小室直樹 氏（県央支部）

委員会
活 動

「令和６年度　関東甲信越建築士会ブロック会
　青年建築士協議会 千葉大会」に参加して

青 年 委 員 会 委 員 　 谷 　 亮 介
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　令和６年８月６日（火）に東海村にある「歴史と
未来の交流館」にて、小学４・５・６年生を対象と
した「建築士と学ぶ身近な材料を使ったいえづくり
ワークショップ」を行いました。３回連続講座の１
回目となる今回は、三つのグループに分かれた子供
たちが、パスタを用いてタワーを作り、その高さを
競い合いました。作業の前には世界のタワーを参考
に、その作り方や、そこにはどんな力が掛かってく
るのかを学びました。作業が始まり、作るタワーの

イメージが湧いてくると、子供たちが力を合わせて
パスタタワーに必要なパーツを作りや、グルーガン
を使ったパーツの固定、タワーが不安定に揺れる時
には、もう一度世界のタワーを見直してブレースを
追加してみたりと、考えて作ること、そして作りな
がら考えることを夢中になって楽しんでくれたよう
でした。次回はパスタを用いた橋造りを企画してい
ます。子供たちがどんな橋をつくってくれるか、今
から楽しみです。

世界のタワーの勉強中 グループに分かれてパスタタワー作り

パスタタワーと一緒に記念撮影

委員会
活 動

「建築士と学ぶ身近な材料を使った
いえづくりワークショップ」

青 年 委 員 会 委 員 　 小 林 　 亮 介
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　筑波山山麓にゲルグランピングができたとの情報
があり、５月25日（土）晴天の中、総勢12名で見学
をさせていただきました。オーナーはモンゴル出身
のご夫妻で、ゲルを直輸入したとのことです。ゲル
の構造等についても詳しく説明をしていただき、建
築士会らしい充実した見学会となりました。

■ 鹿 島 支 部 　 内 芝 　 良 吉
　住所もTELでもカーナビ受け付けず、ちかくの
ＧＳで訪ねてようやく辿り着きました。柿岡から真
壁への山越えの中腹に「筑波山　モンゴル」はあり
ました。

　モンゴルスタイルのゲル（移動式テントハウス）
が６棟＋１（小ホール）と管理棟ＷＣ。
　オーナーのアムラさんに参加者12名でモンゴルと
ゲル（放牧民族の移動式住居）の解説をたっぷりと
お話しいただき、全体見学、ゲルの内部、屋外料理
場も見せて頂きました。
　宿泊可能施設になっていて、基礎も床も仕上げて
あり、エアコンもついてました。
　モンゴル料理でのランチ、デザート・コーヒー付
きでごちそうさまでした。
　民族衣装の貸し出しやモンゴル民芸品等の販売、
モンゴル料理も楽しめるところでした。
　アムラさんはモンゴルで日本語を学び、筑波大へ
留学との事。日本語もとても流暢でした。
　モンゴルと日本人は似ているようです。
　「筑波山ゲルグランピング」お勧めです・・・
　モンゴルツアーがあれば行ってみたい国の一つに
なりました。
　森村誠一の歴史小説「地果て海尽きるまで　小説
チンギス汗」と併せてモンゴルを見て！
　企画された女性委員会の皆様に御礼です。

ゲル管理棟内部にて　セミナー風景 グランピング見学の様子

集合写真　前列中央オーナー

委員会
活 動

「2024．５．25（土）わくわく見学会：モンゴルレポート」
■ 土 浦 支 部 　 小 林 　 明 江
■ 土 浦 支 部 　 赤 木 　 裕 子

女性委員会（わくわくセミナー）
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　６月24日（月）LIXILつくばショールームにて、
わくわくセミナーを開催いたしました。今回のテー
マは「スマートハウスについて」。便利な暮らしを
提案できそうですが、なんだかややこしそうで、難
しそう・・・。そんな不安や疑問を解消できるよう、
具体的な事例紹介や実物を体
感しながら丁寧にご講義いた
だきました。
　まずは座学にて、世代に
よって家に求められること
の違いや傾向の説明後、ス
マートハウスの現状、近い未
来に何ができるようになるの
か、準備すべき設備は何かな
ど、実物を操作しながら学び
ました。数年前に勉強した内
容から大きく進化しているこ
とに驚いている参加者がおり、
この分野の需要の大きさと変
化を感じました。

　ドラえもんの世界が現実になるのはそう遠くなさ
そうです。便利を手に入れられる楽しみ反面、実在
しつつも目に見えないシステムの怖さは、どうして
も感じてしまいました。そういった様々な感情や
要望に寄り添える知識をしっかり身につけなければ、
と改めて思える勉強会でした。

LIXILつくばショールームにて

委員会
活 動

「スマートハウスについて」
■ 土 浦 支 部 　 池 田 　 由 紀 代

女性委員会（わくわくセミナー）
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　「ZEB」（ゼブ）＝ネット・ゼロ・エ
ネルギー・ビルディング　について学
ぶ！企画で、ダイキン工業株式会社の平
田佳也氏に講師を引き受けていただき
ました。カーボンニュートラル実現に
向けて、あらゆる用途の建物のZEB化が
求められており、2025年度からの適合義
務化に該当する建物も少なくありませ
ん。「ZEB」ってなに？という基本的な
知識から、判定のためのプログラムの説
明といった実践的な知識まで、丁寧にご
説明いただきました。ダイキン工業さ
んは、空調機器メーカーとして、建物の
性能に最適な省エネ空調設備の提案を
行うと同時に、ZEBの判定業務も行って
います。どのようなことをすればZEB
化できるか？のノウハウがあり、新築に
限らず、改修でもZEB化が可能とのこと。
外皮の性能はそのままで、空調換気およ
び照明の設備機器だけでZEB化を実現
した事例など、様々な事例を交えたご説
明をしていただきました。今後の提案
の幅が拡がる、有意義なセミナーとなり
ました。

セミナーの様子（中央：平田 氏） セミナーの様子

セミナー資料（抜粋１）

セミナー資料（抜粋２）

委員会
活 動

「ZEB」を学ぼう！
■ 土 浦 支 部 　 江 ヶ 崎 　 雅 代

女性委員会（わくわくセミナー）
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　今回のセミナーでは、常陸太田市の古民家を改修
し簡易宿泊所を経営されている、建築士会会員でも
ある和田氏ご夫妻に講師をお願いし、改修された際
のお話を伺いました。

　青空が広がる５月の爽やかな日に、見学会は行わ
れました。
　「ARTISAN水府」はカフェ、レンタルスペース、
簡易宿泊所として昨年オープンし、都会の喧騒から
離れた、ゆったりとした里山の暮らしをご提案され
ています。

　自ら設計されたご夫妻により、内外装のご説明や
改修・開発された際のポイント、カフェを設ける事
で地域の方々にも大変喜ばれているお話などをお聞
きし、ご夫妻の活動が空き家問題の解消や地域の活
性化につながっていることを実感しました。
　また、素適な雰囲気のカフェで参加者の方々と美
味しいランチを頂きながら、どこか懐かしい空間に
落ち着いてしまい、時間を忘れていつまでも滞在し
たくなりました。

　今後も気軽に緑豊かな暮らしを体験できる場とし
て、地域の方が気兼ねなく普段集まれる場として欠
かせない場所になりそうです。

講師の和田氏と参加者のみなさん

風景になじむアーティザン水府

外観のご説明

委員会
活 動

「ARTISAN水府見学会
～古民家リノベーションと活用を学ぶ～」
■ 日 立 支 部 　 近 藤 　 あ す か

女性委員会（ラブアークセミナー）
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　県央支部の浅子明美さんと２人で担当し、７月27
日インテリア講座を行いました。ミラノ市全体がイ
ンテリアの見本市となる祭典「ミラノサローネ」に
ついて学ぶには現地を視察した方に講師をお願いし
てみてはと県央支部の佐藤朋子さんから（株）ホー
ムシック様にお声掛けしていただいたところ、株式
会社アクタス・マーチャンダイジング部の家具バイ
ヤーでNHKの番組で北欧インテリアの案内役を務
めたという野口礼氏に講師をお願いすることになり
ました。現地を視察した写真のスライドを見せてい
ただきながらお話しいただきました。素材の革新が
ない現在、家具がアート化される傾向にある。ミラ
ノの主軸はハイエンドでエレガントである一方、北
欧デザインは路線の違いからか離れていく傾向にあ
ることなど印象的なキーワードをお聞きすること
ができました。その後、実際にホームシックStyle 
Shopに展示している家具を見ながら素材について、
世界的に認められた名産地について話していただい
たり、世界的に有名でこれを知っていれば間違いな
いというブランド名を教示していただいたり、日本

人で世界に
名の知れた
デザイナー
や今年はこ
の色がよく
使われてい
たというト
レンドにつ
いてとにか
く細かく御
講義いただ
きました。
それから、
ホームシック様に会場を貸していただいたのですが、
有名ブランドの椅子に座りながら講義を聴かせてい
ただいたのには驚きました。私自身話の中に出てき
たメーカー名をなるべく忘れないよう書留めたので
すが、たくさんありすぎて家に帰ってインターネッ
トで検索して復習しました。忘れないようまた勉強
していきたいと思いました。

講師　野口礼 氏

セミナー会場の様子

委員会
活 動

「インテリア講座」
～今年のデザイントレンドを知る～

　　　　世界最大級のインテリアの祭典 
　　　　　　　ミラノサローネ セミナー
■ ひ た ち な か 支 部 　 浜 中 　 本 子

女性委員会（ラブアークセミナー）
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〒315-0052 茨城県かすみがうら市下稲吉3211-45
TEL.0299-59-6345  FAX.0299-59-6347

E-mail：apple-ac@jcom.home.ne.jp   Home-Page　http://apple-architects.jp/

代表取締役
一級建築士 鈴  木  啓  之

Hiroyuki  Suzuki

有限会社 アップル建築設計事務所Corporation
Architects

Apple
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